



































 Iron-carbonyl molecules are deposited with high-dispersion on the graphite surface. By heating the 
surface, Iron carbonyl molecules are found to dissociate on the surface to CO and Fe and not to desorb 
molecularly from the surface. The product CO molecules desorb from the surface at 200-350 K which is 
significantly lower than reported desorption temperature of CO from Fe single crystal. The small CO 
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表面温度 650 K のグラファイトに鉄原子を
真空蒸着させた後，極低温走査トンネル顕微
鏡で表面形状を観測した結果を図 1 に示す．











250 K に観測された．単結晶 Fe(001)では約
450 K と 750 K に大きな CO 脱離ピークを持
つことが知られているが(Moon, et al., Surf. 
Sci. 184 (1987) 90.)，観測された CO の脱離ピ
ークはいずれにも該当せずに低い脱離温度
であることが分かる．Redhead 式（P. A. 
Redhead, Vacuum, 12 (1962) 203.）を用いて CO
の吸着エネルギーを見積もると約 70ｋJ/mol


































CO を 吸 着 さ せ る と ， 図 2(b) で “ 1st
（CO/Fe/HOPG）”として示したように 160 K
でのヘリウムの鏡面反射強度が清浄 HOPG







温度の増加に伴い約 300 K までは強度が単調
減少しているが CO 脱離が終わる 320 K 付近
で強度が急激に増加していることが分かる．







































































































リウム原子線鏡面反射計測，a と b は同時に
計測した．Pristine HOPG は清浄なグラファ
イト表面，CO/Fe/HOPG の 1st（青）と 2nd(赤)
はそれぞれ表面温度 650 K のグラファイト
に鉄を真空蒸着させた後COを 160 Kで導入
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